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(57)【要約】
【課題】効率が高く、演色性が良好で、光束維持率が高
い電気ランプを提供する。
【解決手段】ハロゲン化金属ランプ（１０）は、セラミ
ック材料で形成することができる放電管（１２）を含む
。放電管は、内部空間（１６）を画定する。イオン性充
填材が、内部空間に配置される。イオン性充填材は、不
活性ガスおよびハロゲン化物成分を含む。ハロゲン化物
成分は、ハロゲン化ナトリウム、ハロゲン化セリウム、
ハロゲン化タリウムおよびハロゲン化インジウムの少な
くとも一方、ならびに場合によってハロゲン化セシウム
を含む。ハロゲン化セリウムは、ハロゲン化物成分の少
なくとも約９モル％である。電流が充填材に印加される
と、それを通電させるように、少なくとも１つの電極（
１８、２０）が放電管内に配置される。
【選択図】図2
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
内部空間を画定する、セラミック材料で形成された放電管と、
　前記内部空間に配置され、不活性ガスおよびハロゲン化物成分を含み、前記ハロゲン化
物成分は、ハロゲン化ナトリウム、ハロゲン化セリウム、ハロゲン化タリウム、ならびに
場合によってハロゲン化インジウムおよびハロゲン化セシウムの少なくとも一方を含み、
前記ハロゲン化セシウムは、前記ハロゲン化物成分の少なくとも９モル％を含み、前記ハ
ロゲン化ナトリウムは、前記ハロゲン化物成分の少なくとも４７モル％を含むイオン性充
填材と、
　前記充填材に電流が印加されると、それを通電させるように前記放電管内に配置された
少なくとも１つの電極とを含むセラミックハロゲン化金属ランプ。
【請求項２】
前記ハロゲン化ナトリウムは、前記充填材におけるハロゲン化物の少なくとも５９モル％
である請求項１記載のランプ。
【請求項３】
前記ハロゲン化セリウムは、前記充填材におけるハロゲン化物の少なくとも１２モル％で
ある請求項１記載のランプ。
【請求項４】
ハロゲン化インジウムは、少なくとも１モル％である請求項１記載のランプ。
【請求項５】
ハロゲン化タリウムは、少なくとも１．２モル％である請求項１記載のランプ。
【請求項６】
ハロゲン化セシウムは、少なくとも１．５モル％である請求項１記載のランプ。
【請求項７】
ナトリウム、セリウム、タリウム、インジウムおよびセシウムのハロゲン化物は、存在す
る場合は、前記充填材におけるハロゲン化物の重量の少なくとも９０％を含む請求項１記
載のランプ。
【請求項８】
前記ハロゲン化物成分は、５８～８３モル％のハロゲン化ナトリウム、９～２２モル％の
ハロゲン化セリウム、２～８モル％のハロゲン化タリウム、１～４モル％のハロゲン化イ
ンジウム、および１．５～１０．０モル％のハロゲン化セシウムを含む請求項１記載のラ
ンプ。
【請求項９】
前記放電管は、実質的に円筒形である本体を含む請求項１記載のランプ。
【請求項１０】
前記放電管は、前記放電管の中心軸に平行な内長、および前記内長に垂直な内径を有する
本体部を含み、前記内長の前記内径に対する比は、１．５～３．５の範囲である請求項１
記載のランプ。
【請求項１１】
前記内長の前記内径に対する比は、２．０～３．０の範囲である請求項１０記載のランプ
。
【請求項１２】
前記不活性ガスは、キセノンおよびアルゴンの少なくとも一方を含む請求項１記載のラン
プ。
【請求項１３】
前記充填圧力は、少なくとも６０トルである請求項１記載のランプ。
【請求項１４】
ａ）前記ランプは、少なくとも７５の演色性指数を有すること、
　ｂ）前記ランプは、１００時間において少なくとも１００ルーメン／ワットの効率を有
すること、
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　ｃ）前記ランプは、少なくとも８０％の光束維持率を有すること
の条件の少なくとも１つが満たされる請求項１記載のランプ。
【請求項１５】
前記ランプは、少なくとも７５の演色性指数、および１００時間における少なくとも１１
０ルーメン／ワットの効率を有する請求項１４記載のランプ。
【請求項１６】
前記ランプは、少なくとも１５０Ｗの電力で動作することが可能である請求項１記載のラ
ンプ。
【請求項１７】
請求項１記載のランプと、安定器とを有する照明組立品。
【請求項１８】
前記安定器は、電子安定器である請求項１７記載の照明組立品。
【請求項１９】
安定器と、それに電気的に接続されたランプとを含み、前記ランプは、イオン性材料の充
填材を含む放電管と、前記充填材に電流が印加されると、それを通電させるように前記放
電管内に配置された少なくとも１つの電極とを含み、前記放電管は、
　内部空間を画定する本体部を含み、前記本体部は、前記放電管の中心軸に平行な内長、
および前記内長に垂直な内径を有し、前記内長の前記内径に対する比は、１．５～３．５
の範囲であり、
　前記充填材は、
　不活性ガスと、ハロゲン化物成分とを含み、前記ハロゲン化物成分は、少なくとも１つ
のハロゲン化アルカリ金属および少なくとも１つのハロゲン化希土類金属、ならびに場合
によって少なくとも１つの第ＩＩＩａ族ハロゲン化物を含み、前記希土類ハロゲン化物は
、前記ハロゲン化物成分の少なくとも９％のモル百分率でハロゲン化セリウムを含む照明
組立品。
【請求項２０】
前記ハロゲン化アルカリ金属は、ハロゲン化ナトリウムを含み、前記第ＩＩＩａ族ハロゲ
ン化物は、ハロゲン化インジウムおよびハロゲン化タリウムの少なくとも一方を含む請求
項１９記載の照明組立品。
【請求項２１】
前記充填材の前記ハロゲン化物成分は、ナトリウム、セリウム、タリウム、インジウムお
よび場合によってセシウムを含む請求項１９記載の照明組立品。
【請求項２２】
ナトリウム、セリウム、タリウム、インジウムおよびセシウムのハロゲン化物は、存在す
る場合は、前記充填材におけるハロゲン化物の重量の少なくとも９０％を含む請求項２１
記載の照明組立品。
【請求項２３】
前記ハロゲン化アルカリ金属は、前記ハロゲン化セリウムのモル％の少なくとも２倍のモ
ル％で存在する請求項１９記載の照明組立品。
【請求項２４】
前記ハロゲン化物成分は、５９～８３モル％のハロゲン化ナトリウム、９～２２モル％の
ハロゲン化セリウム、２～８モル％のハロゲン化タリウム、１～４モル％のハロゲン化イ
ンジウム、および１．５～１０．０モル％のハロゲン化セシウムを含む請求項１９記載の
照明組立品。
【請求項２５】
前記本体は、実質的に円筒形である請求項１９記載の照明組立品。
【請求項２６】
前記内長の前記内径に対する比は、２．０～３．０の範囲である請求項１９記載の照明組
立品。
【請求項２７】
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前記充填圧力は、少なくとも６０トルである請求項１９記載の照明組立品。
【請求項２８】
ａ）前記ランプは、少なくとも７５の演色性指数を有すること、
　ｂ）前記ランプは、１００時間において少なくとも１００ルーメン／ワットの効率を有
すること、
　ｃ）前記ランプは、少なくとも８０％の光束維持率を有すること
の条件の少なくとも１つが満たされる請求項１９記載の照明組立品。
【請求項２９】
前記ランプは、少なくとも７５の演色性指数、および１００時間における少なくとも１１
０ルーメン／ワットの効率を有する請求項２８記載の照明組立品。
【請求項３０】
前記安定器は、電子安定器である請求項１９記載の照明組立品。
【請求項３１】
前記ランプは、少なくとも約１５０Ｗの電力で動作する請求項１９記載の照明組立品。
【請求項３２】
前記ランプは、少なくとも約２５０Ｗの電力で動作する請求項３１記載の照明組立品。
【請求項３３】
ランプを形成する方法であって、
　本体部と、前記本体部から延びる第１および第２の脚部とを含む実質的に円筒形の放電
管を設ける工程と、
　不活性ガスとハロゲン化物成分とを含むイオン性充填材を前記本体部に配置する工程で
あって、前記ハロゲン化物成分は、ハロゲン化ナトリウム、ハロゲン化セリウム、ハロゲ
ン化タリウム、ならびに場合によってハロゲン化インジウムおよびハロゲン化セシウムの
少なくとも一方を含み、前記ハロゲン化セリウムは、前記ハロゲン化物成分の少なくとも
９モル％を含み、前記ハロゲン化ナトリウムは、前記ハロゲン化セリウムのモル百分率の
少なくとも２倍のモル百分率で存在する工程と、
　電流が前記充填材に印加されると、それを通電させる電極を前記放電管内に配置する工
程とを含む方法。

【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、効率が高く、演色性が良好で、光束維持率が高い電気ランプに関する。
【背景技術】
【０００２】
　放電ランプは、２つの電極間に電弧を通しながら、希ガスとハロゲン化金属と水銀の混
合物の如き蒸気充填材をイオン化することによって光を生成する。電極および充填材は、
通電した充填材の圧力を維持し、放射光がそこを通ることを可能にする半透明または透明
の放電チャンバ内に密封される。「ドース（Ｄｏｓｅ）」としても知られる充填材は、電
弧による励起に応答して所望のスペクトルエネルギー分布を放射する。例えば、ハロゲン
化物は、広範な光特性、例えば色温度、演色性および光源効率を提供する。
【０００３】
　従来、放電ランプにおける放電チャンバは、軟化状態まで加熱した後に所望の幾何学構
造に成形される溶融石英の如きガラス質材料から形成されていた。しかし、溶融石英には
、高動作温度におけるその反応特性によって生じるいくつかの欠点がある。例えば、石英
ランプでは、約９５０～１０００℃を上回る温度において、充填ハロゲン化物は、ガラス
と反応して、封入構成成分の欠乏をもたらす珪酸塩およびハロゲン化珪素を生成する。高
温はまた、ナトリウムに石英壁を透過させ、充填物の欠乏を引き起こす。いずれの欠乏も
、時間が経つにつれて色ずれを引き起こし、ランプの耐用寿命を短くする。演色性指数（
ＣＲＩまたはＲａ）で測定される演色性は、既存の石英ハロゲン化金属（ＱＭＨ）ランプ
では中程度で、典型的には６５～７０ＣＲＩの範囲にあり、典型的には６７～７０％の中
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程度の光束維持率、および１００～１５０ルーメン／ワット（ＬＰＷ）の中から高効率性
を有する傾向にある。米国特許第３，７８６，２９７号および米国特許第３，７９８，４
８７号には、ＣＲＩを犠牲にして１３０ＬＰＷの比較的高い効率を達成するために高濃度
のヨウ化セリウムを充填材に使用する石英ランプが開示されている。これらのランプは、
石英発光管で達成可能な最大壁温度により性能が制限されている。
【０００４】
　従来のハロゲン化金属ランプは、光透過性石英管に、水銀と、不活性ガス、例えばアル
ゴンと、少なくとも１種類の希土類ハロゲン化物およびハロゲン化アルカリ金属を含むハ
ロゲン化物混合物とを充填し、管を密封することによって。
【０００５】
　セラミック放電チャンバは、色温度、演色性および光源効率を向上させながら、充填材
との反応を有意に低下させるための高温動作のために開発された。概して、ＣＭＨランプ
は、交流電圧電源上で動作され、周波数は、電磁安定器上で動作される場合は５０または
６０Ｈｚであり、電子安定器上で動作される場合はより高くなる。供給電圧の極性変化毎
に、放電が消え、続いてランプにおいて再点火する。
【０００６】
　米国特許第６，５８３，５６３号には、１５０ワット超で動作することが可能なセラミ
ックハロゲン化金属ランプが開示されている。本体部は、内径が約９．５ｍｍで、外径が
約１１．５ｍｍである。米国特許第６，５５５，９６２号には、同様の電力定格の高圧ナ
トリウム（ＨＰＳ）ランプに対する既存の安定器に使用される２００Ｗ以上の電力定格を
有するハロゲン化金属ランプが開示されている。内径Ｄおよび内長Ｌは、３と５の間のア
スペクト比Ｌ／Ｄを与えるように選択される。２００４年３月４日に出願された米国出願
第１０／７９２，９９６号には、ランプが、少なくとも８５のＣＲＩおよび少なくとも９
０ルーメン／ワットの効率で、２５０～４００Ｗの範囲で動作することが可能であるよう
に長さおよび直径が選択されるセラミック発光管を有するＣＭＨランプが開示されている
。
【０００７】
　高ワット数の商用ハロゲン化金属ランプでは、光束維持率（１００時間におけるルーメ
ンに対するランプの平均寿命において保持されるルーメンの百分率として測定される）は
、極めて低く、典型的には約６５％以下にすぎず、しばしば約５０％にすぎない。したが
って、従来の４００Ｗランプは、高い初期ルーメン出力を有することができるが、約８０
００～１００００時間までの平均寿命の新しい２５０Ｗランプと同等のルーメン出力を有
するにすぎない。
【特許文献１】米国特許第３，７８６，２９７号公報
【特許文献２】米国特許第３，７９８，４８７号公報
【特許文献３】米国特許第６，５８３，５６３号公報
【特許文献４】米国特許第６，５５５，９６２号公報
【特許文献５】米国出願第１０／７９２，９９６号公報
【特許文献６】米国出願公開第２００３／０２２２５９６号公報
【特許文献７】米国出願公開第２００３／０２２２５９５号公報
【特許文献８】米国特許第６，７３１，０６８号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００８】
　本発明は、高い効率および良好なランプ光束維持率を有する、高または低出力で動作す
ることが可能な新規の改良型ハロゲン化金属ランプを提供する。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
　例示的な実施形態において、セラミック金属ハライドランプが提供される。ランプは、
内部空間を画定する、セラミック材料で形成された放電管を含む。イオン性充填材は、内
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部空間内に配置される。イオン性充填材は、不活性ガスおよびハロゲン化物成分を含む。
ハロゲン化物成分は、ハロゲン化ナトリウム、ハロゲン化セリウム、ハロゲン化タリウム
、ならびに場合によってハロゲン化インジウムおよびハロゲン化セシウムの少なくとも一
方を含む。ハロゲン化セリウムは、ハロゲン化物成分の少なくとも９モル％を構成しても
よい。ハロゲン化ナトリウムは、充填材におけるハロゲン化物の少なくとも４７モル％を
構成してもよい。電流が充填材に印加されると、それを通電させるように、少なくとも１
つの電極が放電管内に配置される。
【００１０】
　他の例示的な実施形態において、照明組立品が提供される。該組立品は、安定器、およ
びそれに電気的に接続されたランプを含む。ランプは、イオン性材料の充填材と、電流が
充填材に印加されると、それを通電させるように放電管内に配置された少なくとも１つの
電極とを含む放電管を含む。放電管は、内部空間を画定する本体部を含む。本体部は、放
電管の中心軸に平行な内長、および内長に垂直な内径を有する。内長の内径に対する比は
、１．５から３．５の範囲である。充填材は、不活性ガスおよびハロゲン化物成分を含む
。ハロゲン化物成分は、少なくとも１つのハロゲン化アルカリ金属および少なくとも１つ
のハロゲン化土類金属、ならびに場合によって少なくとも１つのＩＩＩａ族ハロゲン化物
を含み、希土類ハロゲン化物は、ハロゲン化物成分の少なくとも９％のモル百分率でハロ
ゲン化セリウムを含む。
【００１１】
　他の例示的な実施形態において、ランプを形成する方法が提供される。該方法は、本体
部と、本体部から延びる第１および第２の脚部とを含む実質的に円筒形の放電管を設ける
工程を含む。イオン性充填材は、本体部に配置され、不活性ガスおよびハロゲン化物成分
を含む。ハロゲン化物成分は、ハロゲン化ナトリウム、ハロゲン化セリウム、ハロゲン化
タリウム、ならびに場合によってハロゲン化インジウムおよびハロゲン化セシウムの少な
くとも一方を含む。ハロゲン化セリウムは、ハロゲン化物成分の少なくとも９モル％であ
ってもよい。ハロゲン化ナトリウムは、ハロゲン化セリウムのモル百分率の少なくとも２
倍のモル百分率で存在してもよい。電極は、放電管内に配置され、電流が充填材に印加さ
れると、それを通電させる。
【００１２】
　本発明の少なくとも１つの実施形態の１つの利点は、性能および光束維持率が改善され
たセラミック発光管を提供することである。
【００１３】
　本発明の少なくとも１つの実施形態の他の利点は、電子安定器上で動作することが可能
なランプを提供することである。
【００１４】
　本発明の少なくとも１つの実施形態の他の利点は、発光管の寸法の如き構造要素の間の
関係を最適にすることである。
【００１５】
　本発明のさらなる利点は、好ましい実施形態の以下の詳細な説明を読み、理解すれば、
当業者にとって明らかになるであろう。
【００１６】
　本明細書に用いられているように、「発光管壁負荷」（ＷＬ）は、発光管電力（ワット
）を発光管表面積（平方ミリメートル）で割ったものである。ＷＬを計算する目的で、表
面積は、末端皿を含むが、脚を除く全外面積であり、発光管電力は、電極電力を含む全発
光管電力である。
【００１７】
　「セラミック壁厚」（ｔｔｂ）は、発光管本態の中央部における壁材料の厚さ（ｍｍ）
である。
【００１８】
　「アスペクト比」（Ｌ／Ｄ）は、発光管内長を発光管内径で割ったものと定義される。
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【００１９】
　「ハロゲン化物重量」（ＨＷ）は、発光管におけるハロゲン化物の重量（ｍｇ）と定義
される。
【発明を実施するための最良の形態】
【００２０】
　様々な用途に対応する放電ランプは、高い効率および良好な光束維持率を有する。本明
細書では、（約１５０Ｗを上回る）高ワット数におけるランプの動作に特に言及している
が、該ランプは、１５０Ｗ未満の動作を含む様々な用途における使用に対応する。一実施
形態において、該ランプは、水平燃焼した場合の１３０ボルトと１９０ボルトの間に変換
される、垂直燃焼した場合の約１２０ボルトと１８０ボルトの間の開始電圧、ならびに２
００ワットを上回る電力、例えば約２５０Ｗと４００Ｗの間の電力を有する。また、該ラ
ンプは、約２５００Ｋと約４５００Ｋ、例えば約３５００Ｋと４５００Ｋの間の補正色温
度（ＣＣＴ）を与えることができる。該ランプは、Ｒａ＞７０、例えば７５＜Ｒａ＜８５
の演色性指数を有することができる。演色性指数は、ランプの光によって色を区別する人
間の目の能力の測度である。本発明人らは、工業および高区画倉庫型店舗の如き多くの用
途について、高いＣＲＩを有することは重要でないこと、緑色光の割合がより高い（すな
わち、標準的な黒色体放射線に対するｙ軸方向の曲線より上である）ランプは、Ｒａが幾
分高いが、緑色光の割合がより低い同等のランプより有利であることを見いだした。可視
「緑色」スペクトルの光に対する目の応答がより高いため、「緑色」光からより多くのル
ーメンが知覚される。
【００２１】
　一実施形態において、１００時間の動作におけるランプのルーメン／ワット（ＬＰＷ）
は、少なくとも１００であり、１つの具体的な実施形態においては少なくとも１１０であ
る。８０００時間におけるルーメンとして測定される光束維持率は、少なくとも約８０％
でありうる。
【００２２】
　１００時間におけるルーメン
　本ランプ設計では、これらの範囲のすべてを同時に満たすことができる。
【００２３】
　８０％またはそれ上の光束維持率は、典型的なハロゲン化金属ランプ、特に高ワット数
のランプの場合よりはるかに高い。次の３つの要因が、予想外に高い光束維持率に寄与し
ていると考えられる。
【００２４】
　ランプ設計－特にＬ／Ｄ比および三部構成（以下に説明する）。
【００２５】
　発光管充填材－発光管腐食を低減するように処方されている。
【００２６】
　安定器－ランプは、電子安定器上で動作するように設計されており、その始動特性は、
長寿命および光束維持率向上に有利である。
【００２７】
　光束維持率における有益性を達成するのに、これらのすべての要因がランプに存在する
必要はないことを理解されたい。例えば、発光管充填特性のみを用いて、光束維持率にお
ける有益性を確認することが可能である。
【００２８】
　例えば、本設計による２５０Ｗセラミックハロゲン化金属（ＣＭＨ）ランプは、従来の
４００Ｗ石英ハロゲン化金属（ＱＭＨ）ランプに代用され、有意に低減された電力消費量
で、ランプの平均寿命にわたって同等の平均ルーメン出力を与えることができる。図１は
、従来の４００ＷのＱＭＨランプと比較して、本実施形態の２５０ＷのＣＭＨランプにお
ける８０％の光束維持率の有益性を実証する図である。第１に、４００ＷのＱＭＨランプ
は、ワット数が高いために高いルーメン出力を有するが、約８０００時間までには、曲線
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が交差し、より長い時間が経過すると、ＣＭＨランプが、ＱＭＨランプより高いルーメン
出力を有するようになる。したがって、ランプの平均寿命にわたって平均をとると、ＣＭ
Ｈ２５０Ｗランプは、従来の４００ＷのＱＭＨランプより高くなくても同等のルーメン出
力を有し、電力消費量の有意な節約になる。
【００２９】
　図２を参照すると、照明組立品は、ハロゲン化金属放電ランプ１０を含む。該ランプは
、放電空間１６を囲む、セラミックまたは他の好適な材料で形成された壁１４を有する放
電管または発光管１２を含む。放電空間は、イオン性充填材を含む。電極１８、２０は、
発光管の両端２２、２４を貫通し、発光管に電位差を供給するとともに発光管１２を支持
する導電体２６、２８から電流を受ける。発光管１２は、ランプが主電圧の如き電源３４
に接続された一端にランプキャップ３２が設けられている外電球３０に囲まれている。照
明組立品は、ランプのスイッチがオンされたときにスタータとして作用する安定器３６を
も含む。安定器は、ランプおよび電源を含む回路に配置される。発光管と外電球の間の空
間を排気することができる。場合によって、発光管が破壊した場合に、見込まれる発光管
断片を収容するために、石英または他の好適な材料から形成された遮壁（図示されず）が
、発光管を囲む、または部分的に囲む。
【００３０】
　安定器３６は、ランプの動作ワット数で動作するように設計された任意の好適なタイプ
でありうる。１つの特に好適な安定器は、電子安定器である。電子安定器は、一般には、
半ブリッジインバータと、変流器と、放電ランプを含む負荷回路とを含む。変流器は、検
出巻線およびフィードバック巻線を含む。フィードバック巻線は、半ブリッジインバータ
の切換要素の駆動信号を生成する。このタイプの例示的な電子安定器は、Ｇｅｎｅｒａｌ
　ＥｌｅｃｔｒｉｃによりＵＬＴＲＡＭＡＸ　ＨＩＤ（商標）という商品名で販売されて
いる。他の好適な安定器は、デルタパワー安定器（Ｄｅｌｔａ　Ｐｏｗｅｒ　Ｓｕｐｐｌ
ｙ，Ｉｎｃ．）である。他の好適な電子安定器は、例えば、Ｃｈｅｎらの米国出願公開第
２００３／０２２２５９６号および米国出願公開第２００３／０２２２５９５号に記載さ
れている。米国出願公開第２００３／０２２２５９５号に記載されている安定器は、例え
ば、第１のバスおよび第２のバスに接続され、高周波数電圧信号を出力するように構成さ
れた切換部を含む単段高輝度放電（ＨＩＤ）安定器である。ブリッジ変換器部は、２つの
縦列接続ブリッジダイオードをそれぞれ含む２本の脚を有し、各脚は、各バスに接続され
る。変換器は、入力信号を電源から受け取り、入力信号を、切り換え部により使用可能な
形態に変換するように構成されている。ブリッジ変換器部は、切り換え部と一体化されて
、使用可能な信号を切換部に提供し、切換部の動作に寄与する。活性切換システムは、入
力電力と出力電力の間の所望のバランスを提供する。
【００３１】
　他のタイプの安定器は、パルスアーク（ＰＡ）安定器および高圧ナトリウム（ＨＰＳ）
安定器の如き磁気安定器である。これらの安定器を２００Ｗ以上、ならびにより低いワッ
ト数で動作するように構成することが可能である。パルスアークまたは「ＰＡ」安定器（
パルス開始安定器としても知られる）は、ランプ始動を開始させるイグナイタパルス形成
網（パルス化回路）を含み、スタータ電極およびそれに伴う部品（二金属スイッチおよび
抵抗器）の必要性をなくしている。ＰＡ安定器は、公称Ｖｏｐ＝１３５±１５Ｖおよび約
０．９１の公称発光管出力係数で動作するランプによる動作に対応する。ＨＰＳ安定器は
、高圧ナトリウムランプに広く使用され、最初に１００±２０Ｖの公称動作電圧ＶＯＰで
動作することが可能であるランプに使用することができる。これらの安定器への使用に対
応するランプは、電流×電圧で割った約０．８７の動作出力と定義される公称発光管出力
係数をも有する。しかし、上記のように、ランプ寿命および光束維持率が重要な要因であ
る場合は、電子安定器は、磁気安定器より有利に機能することができる。
【００３２】
　動作時は、電極１８、２０は、充填材をイオン化して、放電空間にプラズマを生成する
アークを生成する。生成される光の放射特性は、主に、充填材の構成成分、電極の電圧、
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チャンバの温度分布、チャンバ内の圧力、およびチャンバの幾何学構造に依存する。
【００３３】
　セラミックハロゲン化金属ランプでは、充填材は、銀と、アルゴンの如き不活性ガスと
、クリプトンまたはキセノンと、スカンジウム、イットリウム、ランタン、セリウム、プ
ラセオジム、ネオジム、プロメチウム、サマリウム、ユーロピウム、ガドリニウム、テル
ビウム、ジスプロシウム、ホルミウム、エルビウム、ツリウム、イッテルビウムおよびル
テチウムから選択される希土類金属（ＲＥ）の１つまたは複数のハロゲン化物を含むハロ
ゲン化物成分との混合物を含む。加えて、ハロゲン化物成分は、ナトリウムおよびセシウ
ムの如きアルカリ金属の１つまたは複数のハロゲン化物、ならびにインジウムおよびタリ
ウムの如き元素の周期表の第３ａ族から選択される１つまたは複数のハロゲン化金属を含
むことができる。場合によって、ハロゲン化物成分は、カルシウム、ストロンチウムおよ
びバリウムの如き１つまたは複数のハロゲン化アルカリ土類金属を含む。
【００３４】
　水銀量（ｍｅｒｃｕｒｙ　Ｄｏｓｅ）は、発光管体積１ｃｃ当たり約３から２０ｍｇを
含むことができる。典型的には、ハロゲン化物要素は、塩化物、臭化物およびヨウ化物か
ら選択される。ヨウ化物は、発光管の腐食が同等の臭化物または塩化物より低いため、よ
り高い光束維持率を与える傾向にある。ハロゲン化物化合物は、化学量論的関係を通常表
すことになる。例示的なハロゲン化金属としては、ＮａＩ、ＴｌＩ、ＤｙＩ３、ＨｏＩ３

、ＴｍＩ３、ＩｎＩ、ＣｅＩ３、ＣａＩ２およびＣｓＩ、およびそれらの組合せが挙げら
れる。
【００３５】
　水銀重量は、選択された安定器から電力を引き出すための所望の発光管動作電圧（Ｖｏ
ｐ）を与えるように調整される。
【００３６】
　ハロゲン化金属発光管は、始動を容易にするために不活性ガスが裏込め充填される。不
活性ガスとしては、キセノンは、原子がより大きく、ランプがより長く持続するようにタ
ングステン電極の蒸発を抑制するため、発火ガスとしてアルゴンより有利である。一実施
形態において、ＣＭＨランプに対応して、Ｋｒ８５を少量添加することによりランプにＸ
ｅを裏込め充填する。放射活性Ｋｒ８５は、始動を助けるイオン化をもたらす。低温充填
圧力は、約６０～３００トルでありうる。一実施形態において、少なくとも約１２０トル
の低温充填圧力が用いられる。他の実施形態において、低温充填圧力は、約２４０トルま
でである。圧力が高すぎると、始動が損なわれうる。圧力が低すぎると、耐用期間にわた
るルーメンの低下が大きくなりうる。
【００３７】
　一実施形態において、ハロゲン化物成分は、Ｎａ、Ｃｅ、Ｔｌならびに場合によってＩ
ｎおよび／またはＣｓのハロゲン化物を含む。ハロゲン化セリウム、例えば臭化セリウム
は、充填材におけるハロゲン化物の少なくとも９％の濃度で存在してもよい。ハロゲン化
ナトリウムは、ハロゲン化セリウムのモル百分率の少なくとも２倍のモル百分率、すなわ
ち充填材におけるハロゲン化物の少なくとも約４７モル％で存在してもよい。
【００３８】
　１つの例示的な実施形態において、充填ガスは、ＡｒまたはＸｅ、および微量のＫｒ８
５、Ｈｇおよびハロゲン化物成分を含む。例えば、ハロゲン化物成分は、表１に列記され
ている成分を含むことが可能である。
【００３９】
　例えば、３５～６５％のＮａＩ、２５～４５％のＣｅＩ３、５～１０％のＴ１Ｉ、１～
５％のＩｎＩおよび０～１０％のＣｓＩを単独でまたは少量の他のハロゲン化物とともに
含むハロゲン化物充填材は、７５を上回る演色指数（Ｒａ）、１００ＬＰＷを上回る効率
、および電子安定器上での４０００Ｋ以下の色補正温度（ＣＣＴ）を達成するのに好適で
ある。当該ランプは、少なくとも１６０００時間、一実施形態においては約２００００時
間の平均寿命を有し、１００から１０００時間の範囲における早期故障はほとんどない。
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【００４０】
　一実施形態において、Ｎａ、Ｃｅ、Ｔｌ、ＩｎおよびＣｓ以外のハロゲン化物も合計１
０重量％以下で存在する。これらの他のハロゲン化物は、スカンジウム、イットリウム、
ランタン、プラセオジム、ネオジム、プロメチウム、サマリウム、ユーロピウム、ガドリ
ニウム、テルビウム、ジスプロシウム、ホルミウム、エルビウム、ツリウム、イッテルビ
ウムおよびルテチウムから選択される希土類金属（ＲＥ）の１つまたは複数のハロゲン化
物、および／またはハロゲン化カルシウム、ストロンチウムおよびバリウムの如き１つま
たは複数のハロゲン化アルカリ土類金属を含むことができる。
【００４１】
　ＣｅＩ３およびＴｌＩは、不快な外観をもたらすことなく、光のわずかに緑色の外観に
寄与する。これらは、ＣｓＩの存在によって克服されうるプラズマ中でのある程度の不安
定性を発揮してもよい。
【００４２】
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【表１】

　また図３を参照すると、例示の発光管１２は、三部構造でありうる。具体的には、発光
管１２は、端部４２と４４の間に延在する本体部４０を含む。本体部は、中心軸ｘを中心
とする好ましくは円筒形または実質的に円筒形である。「実質的に円筒形」とは、本体部
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の内径Ｄが、本体部の内長Ｌの少なくとも４０％を占める本体部の中央領域Ｃ内で１０％
より大きく変動しないことを意味する。したがって、本発明の利点のすべてを失うことな
くわずかに楕円形の本体を実現することが可能である。一実施形態において、偏差は、５
％未満であり、他の実施形態において、偏差は、名目的に円筒形の本体に対するランプ形
成方法の公差内である。直径が変動する場合は、Ｄは、その最も広い点で測定される。端
部は、例示の実施形態において、それぞれ一体に形成され、全体的に円板状の壁部４６、
４８、およびそれぞれの電極が嵌合される、軸方向に延在する中空脚部５０、５２を含む
。脚部は、示されるように円筒形であってもよいし、図３の陰影線で示されるように本体
部４０から離れるに従って外径が小さくなるように先細であってもよい。
【００４３】
　壁部４６、４８は、放電空間の壁表面５４、５６、および外端壁表面５８、６０を画定
する。発光管の軸ｘに平行な線に沿って測定される内表面５４と５６の間の最大距離はＬ
として定められ、外壁表面５８と６０の間の距離は、ＬＥＸＴとして定められる。円筒形
の壁４０は、内径Ｄ（Ｃによって定められる中央領域において測定される最大直径）およ
び外径ＤＥＸＴを有する。
【００４４】
　発光管電力範囲２５０～４００Ｗでは、比Ｌ／Ｄは、約１．５から３．５であり、一実
施形態において約２．０から約３．０でありうる。１つの具体的な実施形態において、Ｌ
／Ｄは、２．２から２．８である。Ｌ／Ｄ比は、特に色温度が特に重要でないと思われる
場合は、これらの範囲外でありうる。
【００４５】
　端部４２、４４は、焼結継手によって円筒壁４０に気密に締結される。末端壁部は、そ
れぞれの脚部５０、５２を介して軸穴６６、６８の内端に画定された開口部６２、６４を
それぞれ有する。穴６６、６８は、シール８０、８２を介してリード線７０、７２を受け
いれる。リード線、そして導体に電気的に接続される電極１８、２０は、典型的には、タ
ングステンを含み、長さが約８～１０ｍｍである。リード線７０、７２は、典型的には、
アルミナ脚部に対する熱誘導応力を低減するためにアルミナの熱膨張係数に近い熱膨張係
数を有するニオビウムおよびモリブデンを含み、例えばＭｏ－Ａｌ２Ｏ３で形成されたハ
ロゲン化物抵抗スリーブを有することができる。
【００４６】
　ハロゲン化物重量（ＨＷ）（ｍｇ）は、約２０から約７０ｍｇの範囲でありうる。ＨＷ
が、小さすぎると、ハロゲン化物は、意図的に発光管本体より低温になっているセラミッ
ク脚に閉じ込められる傾向があり、所望の発光管性能を与えるのに不十分なハロゲン化物
蒸気圧になる傾向がある。ＨＷが大きすぎると、ハロゲン化物は、発光管上で凝縮し、光
を遮断する傾向があり、セラミック材料の寿命を制限する腐食をもたらす恐れがある。当
該条件下では、多結晶アルミナ（ＰＣＡ）は、特に、凝縮液に溶解する傾向があり、後に
ランプのより低温の部分に堆積する。ＨＷが大きいと、ハロゲン化物のコストにより、製
造コストが上昇する傾向もある。本ランプにおいて、端壁はより高温であるため、壁上の
ハロゲン化物の量が減少し、腐食が最小限になり、または全くなくなる。
【００４７】
　円筒部４０において測定される、（Ｄｅｘｔ－Ｄ）／２と同等のセラミック壁厚（ｔｔ
ｂ）は、好ましくは、２５０～４００Ｗの範囲で動作する発光管に対して少なくとも１ｍ
ｍである。一実施形態において、厚さは、この範囲で動作する発光管に対して１．８ｍｍ
未満である。ｔｔｂが低すぎると、熱伝導を介する壁における熱拡散が不十分になる傾向
がある。これは、アークの対流プルーム上方の高温局所スポットをもたらし、それがひび
割れ、ならびにＷＬに対する制限を引き起こしうる。壁がより厚いと、熱が拡散し、ひび
割れが低減され、より高いＷＬが可能になる。概して、最適なｔｔｂは、発光管のサイズ
とともに増加する。より高いワット数は、より厚い壁を有するより大きい発光管によるも
のである。一実施形態において、発光管電力が２５０～４００Ｗの範囲にある場合は、１
．１ｍｍ＜ｔｔｂ＜１．５ｍｍである。当該発光管については、壁負荷ＷＬは、式０．１
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０＜ＷＬ＜０．２０Ｗ／ｍｍ２を満たすことができる。ＷＬが高すぎると、発光管材料が
熱くなりすぎて、石英の場合は軟化を、またはセラミックの場合は蒸発をもたらしうる。
ＷＬが低すぎると、ハロゲン化物温度が低すぎて、ハロゲン化物蒸気圧の低下および性能
の低下をもたらす。１つの具体的な実施形態において、１．３＜ｔｔｂ＜１．５である。
端壁４６、４８の厚さｔｔｅは、好ましくは、本体４０の厚さと同じ、すなわち一実施形
態では１．１ｍｍ＜ｔｔｅ＜１．５ｍｍである。より低いワット数、例えば約２００Ｗ未
満のワット数については、壁厚ｔｔｂを幾分小さくすることが可能である。
【００４８】
　アークギャップ（ＡＧ）は、電極１８と２０の先端同士の距離である。アークギャップ
は、ｔｔｓが、電極先端から、発光管本体の内端を画定するそれぞれの表面５４、５６ま
での距離である関係式ＡＧ＋２ｔｔｓ＝Ｌによって内部発光管長Ｌに関連づけられる。ｔ
ｔｓを最適化すると、末端構造が、所望のハロゲン化物圧力を与えるのに十分高温である
が、セラミック材料の腐食を引き起こすほど高温にならない。一実施形態において、ｔｔ
ｓは、約２．９～３．３ｍｍである。他の実施形態において、ｔｔｓは、３．１ｍｍ以下
である。
【００４９】
　発光管脚５０、５２は、発光管性能にとって望ましいより高いセラミック本体末端温度
と、脚の末端にシール８０、８２を維持するのに望ましいより低い温度との間の熱転移を
与える。脚の最小内径は、電極－導体の直径に依存し、強いては始動および連続動作時に
支持されるアーク電流に依存する。例示的な実施形態において、電力が２５０～４００Ｗ
の範囲にある場合は、約１．５２ｍｍの外部導体の直径を採用することが可能である。し
たがって、その内径および外径が、それぞれ１．６および４．０ｍｍであるセラミック脚
５０、５２は、当該導体７０、７２に好適である。これらの選択された直径を用いると、
１５ｍｍを上回る外部セラミック脚長Ｙは、一般には、シールひび割れを回避するのに十
分である。一実施形態において、脚５０、５２は、それぞれ約２０ｍｍの脚長を有する。
【００５０】
　発光管本体４０をその脚５０、５２に接合する端壁部４６、４８の断面形状は、図３に
示されるように、端壁部４６、４８と脚との交差点にシャープな隅角が形成される形状で
ありうる。しかし、図４に示されるように、代替的に、交差点の領域における隅肉９０が
設けられる。外端と脚と端壁部の間の円滑な隅肉の移行は、交差点における応力集中を低
減するのに役立つ。
【００５１】
　端壁部には、熱を拡散するのに十分に大きいが、光の遮断を防止または最小限にするの
に十分小さい厚さが与えられる。個々の内部隅角１００は、ハロゲン化物濃度に対して好
ましい位置を提供する。端壁部４６、４８の構造は、より有利な最適化、有意にはより低
いＬ／Ｄを伴う最適化を可能にする。以下の特徴、すなわち１）応力集中を低減するよう
な外端と脚の間の円滑な隅肉の移行、２）熱を拡散するのに十分に大きいが、光の遮断を
防止または最小限にするのに十分小さい末端厚、および３）ハロゲン化物濃度に対して好
ましい位置を提供する個々の隅角は、単独でまたは組み合わせて、性能を最適化するのに
役立つことがわかった。
【００５２】
　シール８０、８２は、典型的には、ジスプロシア－アルミナ－シリカガラスを含み、リ
ード線７０、７２の一方の付近に環状のガラスフリットを配置し、発光管１２を垂直に配
置し、フリットを溶融することによって形成されうる。次いで、溶融したガラスは、脚５
０、５２に流入して、導体と脚の間にシール８０、８２を形成する。次いで、発光管を逆
さまにして、充填材を充填した後に他の脚を密封する。
【００５３】
　図５に示される例示的な本体およびプラグ部材１２０、１２２、１２４は、プラグ部材
１２０、１２４が、脚部材１２６および端壁部材１２８、および単一部品として形成され
た、軸方向を向くフランジ１３０を含むため、放電チャンバの製造を極めて容易にするこ



(14) JP 2008-529220 A 2008.7.31

10

20

30

40

50

とが可能である。放射状に延在するフランジ１３２は、本体１２２の両端に圧接するよう
に構成される。図５に示される部品は、放電チャンバを、各プラグ部材１２０、１２４と
本体部材１２２の間の単一接着で構成することを可能にする。フランジ１３０は、組立中
に本体内に配置され、組み立てられた発光管に本体の厚い壁部１３４（図３）を形成する
。フランジ１３０の内縁は、充填材が壁１３４と本体部の間の接合部付近に沈降しないよ
うに、本体部の内部と接触して、最も高い外縁に合わせて配置される上方テーパ１３６を
有する。
【００５４】
　発光管を１または５の部品の如きより少ないまたは多い部品から構成できることが理解
されるであろう。５部品構造において、プラグ部材は、組立時に互いに接着される個別的
な脚および端壁部材に代えられる。
【００５５】
　本体部材１２２およびプラグ部材１２０、１２４は、セラミック粉末と結着剤の混合物
を金型プレスして固体円筒物とすることによって構成されうる。典型的には、該混合物は
、９５～９８重量％のセラミック粉末、および２～５重量％の有機結着剤を含む。セラミ
ック粉末は、純度が少なくとも９９．９８％で、表面積が約２～１０ｍ２／ｇのアルミナ
（Ａｌ２Ｏ３）を含むことができる。アルミナ粉末にマグネシアを、アルミナに対して０
．０３～２％に等しい量、一実施形態では０．０５％の量でドープして、粒成長を抑制す
ることができる。使用できる他のセラミック材料としては、酸化イットリウム、酸化ルテ
チウムおよび酸化ハフニウムの如き非反応耐火性酸化物およびオキシナイトライド、なら
びにそれらの固体溶液、およびイットリウム－アルミニウム－ガーネットおよびアルミニ
ウムオキシナイトライドの如きアルミナとの化合物が挙げられる。個々にまたは組み合わ
せて使用できる結着剤としては、ポリオール、ポリビニルアルコール、酢酸ビニル、アク
リレート、セルロース系材料およびポリエステルが挙げられる。
【００５６】
　固体円筒物を金型プレスするのに使用できる例示的な組成物は、Ｂａｉｋｏｗｓｋｉ　
Ｉｎｔｅｒｎａｔｉｏｎａｌ、Ｃｈａｒｌｏｔｔｅ、Ｎ．Ｃ．から製品番号ＣＲ７として
入手可能な、表面積が７ｍ２／ｇの９７重量％のアルミナを含む。アルミナ粉末にマグネ
シアをアルミナの重量に対して０．１％の量でドープした。例示的な結着剤は、２．５重
量％のポリビニルアルコール、およびＩｎｔｅｒｓｔａｔｅ　Ｃｈｅｍｉｃａｌから入手
可能な１／２重量％のＣａｒｂｏｗａｘ６００を含む。
【００５７】
　金型プレスに続いて、結着剤を典型的には熱分解によって緑色部から除去して、ビスク
焼部品を形成する。例えば、緑色部を室温から約９００～１１００℃の最大温度まで４～
８時間にわたって空気中で加熱し、次いで１～５時間にわたって最大温度を保持し、次い
で該部を冷却することによって、熱分解を実施することができる。熱分解後、ビスク焼部
品の気孔率は、典型的には約４０～５０％になる。
【００５８】
　次いで、ビスク焼部品を機械加工する。例えば、図４のプラグ部１２０、１２４の穴６
６、６８を与える固体円筒物の軸に沿って小穴を掘ることができる。より大径の穴をプラ
グ部の軸の部分に沿って掘って、フランジ１３０を画定することができる。最後に、本来
固体の円筒物の外側部分を例えば旋盤で軸の一部に沿って機械切削して、プラグ１２０、
１２４の外表面を形成することができる。
【００５９】
　機械加工された部品１２０、１２２、１２４は、焼結工程で部品を互いに接着すること
ができるように、典型的には焼結前に組み立てられる。例示的な接着方法によれば、本体
部材１２２およびプラグ部材１２０、１２４を形成するのに使用されるビスク焼部品の密
度は、焼結工程中に異なる収縮度を達成するように選択される。表面積が異なるセラミッ
ク粉末を使用することによって、ビスク焼部品の異なる密度を達成することができる。例
えば、本体部材１２２を形成するのに使用されるセラミック粉末の表面積は、６～１０ｍ
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２／ｇであってもよく、プラグ部材１２０、１２４を形成するのに使用されるセラミック
粉末の表面積は、２～３ｍ２／ｇであってもよい。本体部材１２２における粉末がより細
かいと、ビスク焼本体部材１２２が、より粗い粉末から構成されるビスク焼プラグより小
さい密度を有することになる。本体部材１２２のビスク焼密度は、アルミナの理論密度（
３．９８６ｇ／ｃｍ３）の典型的には４２～４４％であり、プラグ部材１２０、１２４の
ビスク焼密度は、アルミナの理論密度の典型的には５０～６０％である。ビスク焼本体部
材１２２は、ビスク焼プラグ部材１２０、１２４より低密度であるため、本体部材１２２
は、焼結中にプラグ部材１２０、１２４より高度に（例えば３～１０％）収縮して、フラ
ンジ１３０のまわりにシールを形成する。３つの部品１２０、１２２、１２４を焼結前に
組み立てることによって、焼結工程で２つの部品が互いに接着されて、放電チャンバが形
成される。
【００６０】
　露点が約１０から１５℃の水素中でビスク焼部品を加熱することによって、焼結工程を
実施することができる、典型的には、温度を室温から１８５０～１８８０℃まで段階的に
上昇させ、次いで約３～５時間にわたって１８５０～１８８０℃に保持する。最後に、ク
ールダウン期間に温度を室温まで下げる。マグネシアをセラミック粉末に含めると、典型
的には、粒径が７５ミクロンより大きくなることが抑制される。得られたセラミック材料
は、密に焼結された多結晶アルミナを含む。
【００６１】
　他の接着方法によれば、加熱により２つの部品を互いに接着する、例えば耐火ガラスを
含むガラスフリットを本体部材１２２とプラグ部材１２０、１２４の間に配置することが
可能である。この方法によれば、組立前に部品を独立に焼結することが可能である。
【００６２】
　本体部材１２２およびプラグ部材１２０、１２４は、典型的には、焼結後にそれぞれ０
．１％以下、好ましくは０．０１％未満の気孔率を有する。気孔率は、気孔が占める物品
の全体積の割合として従来定義されている。０．１％以下の気孔率では、アルミナは、典
型的には、好適な光透過率または透光性を有する。透過率または透光性は、放電チャンバ
内部の小形白熱ランプの透過光束を裸白熱ランプからの透過光束で割った「全透過率」と
して定義されうる。０．１％の気孔率では、全透過率は、典型的には９５％以上である。
【００６３】
　他の例示的な構成方法によれば、放電チャンバの構成部品は、約４５体積％のセラミッ
ク材料および約５５～４０体積％の結着剤を含む混合物を射出成型することによって形成
される。セラミック材料は、表面積が約１．５から約１０ｍ２／ｇ、典型的には３～５ｍ
２／ｇのアルミナ粉末を含むことが可能である。一実施形態によれば、アルミナ粉末は、
少なくとも９９．９８％の純度を有する。アルミナ粉末をマグネシアで、例えば０．０３
％から０．２％に等しい量、例えばアルミナに対して０．０５重量％の量でドープして、
粒成長を抑制することができる。結着剤は、ワックス混合物またはポリマー混合物を含む
ことができる。
【００６４】
　射出成型のプロセスにおいて、セラミック材料と結着剤の混合物を加熱して、高粘度混
合物を形成する。次いで、混合物を好適な形状の金型に注入し、続いて冷却して、成型部
品を形成する。
【００６５】
　射出成型に続いて、結着剤を典型的には熱処理によって成型部品から除去して、脱着部
品を形成する。成型部品を空気中、または制御環境中、例えば真空、窒素、希ガス中で最
大温度まで加熱し、次いで最大温度を保持することによって熱処理を実施することができ
る。例えば、温度を室温から１６０℃の温度まで１時間当たり約２～３℃ずつ徐々に上昇
させることができる。次に、温度を９００～１１００℃の最大温度まで１時間当たり約１
００℃ずつ上昇させる。最後に、温度を約１～５時間にわたって９００～１１００℃に保
持する。続いて、部品を冷却する。熱処理工程の後の気孔率は、約４０～５０％である。
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【００６６】
　ビスク焼部品は、典型的には、上記と同様にして、焼結工程で部品を互いに接着できる
ように、焼結の前に組み立てられる。
【００６７】
　ランプについて形成された試験において、少なくとも２００Ｗの電力、そして３００～
４００Ｗでありうる電力で動作可能であり、Ｌ／Ｄが関係式２．０＜Ｌ／Ｄ＜３．００を
満たすときに最適化されるランプを形成できることが見いだされた。一実施形態において
、壁厚は、１．１ｍｍより大きい。他の実施形態において、壁負荷は、０．２０Ｗ／ｍｍ
２である。当該条件下では、約１５０Ｖの公称動作電圧を有する電子安定器で動作される
ランプは、約７５のＲａ、および少なくとも１００ＬＰＷの効率、場合によっては１１０
の高効率、および少なくとも約７５％、一実施形態では少なくとも８０％の光束維持率を
有することが可能である。
【００６８】
　ランプは、約０．０１０から０．０３０、例えば０．０２２のＤｃｃｙを有することが
可能である。Ｄｃｃｙは、Ｙ軸（ＣＣＹ）上の色点の色度と、標準的な黒体曲線の色度の
差である。
【００６９】
　以下の実施例は、本発明の範囲を限定せずに、性能が向上したセラミック管を使用する
ランプの形成を実証するものである。
例
　図５に示されるように、３つの構成部品から図３に示される形状に従って発光管を形成
する。内径Ｄは、約１１．０ｍであり、内長Ｌは、約２７．０ｍｍである。ＮａＩが４９
～５９％、ＣｅＩ３が５％、ＴｌＩが２％、ＣｓＩが４％の重量比率の５０ｍｇのハロゲ
ン化物を含む充填材を使用する。ハロゲン化金属発光管に、ＡｒまたはＸｅおよび少量添
加のＫｒ８５を含む希ガスを裏込め充填する。低温充填圧力は、１２０～２４０トルであ
る。発光管は、外側真空ジャケットと、見込まれる発光管破壊を阻止するための石英遮壁
とを有し、ＵＬＴＲＡＭＡＸ　ＨＩＤ（商標）電子安定器上で動作するランプに組み立て
られる。発光観客幾何学構造、リード線設計、シールパラメータおよび外側ジャケットは
、試験されたすべてのランプについて同一である。
【００７０】
　上述のようにして形成されたランプを、２５０Ｗにおいてランプキャップを最上に配置
して垂直方向に（すなわち図３に示されるように）動作させる。表２は、ランプの特性を
示す。表３は、１００時間後に得られた結果を示す。ＣＣＸおよびＣＣＹは、標準ＣＩＥ
図のそれぞれ色度ＸおよびＹである。結果は４～５個のランプの平均である。
【００７１】
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【表２】

【００７２】
【表３】

　好ましい実施形態を参照しながら本発明を説明した。明らかに、先述の詳細な説明を読
み、理解すれば、修正および変更が想起されるであろう。本発明は、当該すべての修正お
よび変更を含むものと見なされることが意図される。
【図面の簡単な説明】
【００７３】
【図１】従来の４００ＷのＱＭＨランプと、本発明に従って形成された２５０Ｗランプと
の比較についてのルーメンと時間の理論的プロットである。
【図２】本発明によるランプの斜視図である。
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【図３】本発明の第１の実施形態による図２のランプの放電管の概略軸断面図である。
【図４】本発明の第２の実施形態による図２のランプの放電管の概略軸断面図である。
【図５】図２のランプの分解斜視図である。

【図１】 【図２】
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【図５】
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